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【 請 求 項 １ 】
　 回 答 結 果 格 納 部 と 分 析 結 果 格 納 部 と を 有 す る コ ン ピ ュ ー タ に よ り 実 行 さ れ る 分 析 方 法 で
あ っ て 、
　 実 施 確 認 事 項 の 実 施 状 況 に つ い て の 選 択 と 当 該 実 施 確 認 事 項 の 重 要 性 に つ い て の 選 択 と
当 該 実 施 確 認 事 項 に 関 連 す る サ ー ビ ス の 評 価 に つ い て の 選 択 の 結 果 を 取 得 し 、 前 記 回 答 結
果 格 納 部 に 格 納 す る 取 得 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 回 答 結 果 格 納 部 に 格 納 さ れ た 前 記 実 施 確 認 事 項 の 重 要 性 に つ い て の 選 択 の 結 果 に 基
づ き 当 該 実 施 確 認 事 項 の 重 要 度 を 算 出 し 、 前 記 分 析 結 果 格 納 部 に 格 納 す る 重 要 度 計 算 ス テ
ッ プ と 、
　 前 記 回 答 結 果 格 納 部 に 格 納 さ れ た デ ー タ に 基 づ く 、 前 記 実 施 確 認 事 項 が 実 施 さ れ た と み
な さ れ る 前 記 実 施 状 況 に つ い て の 選 択 が 行 わ れ 且 つ 当 該 実 施 確 認 事 項 に 関 連 す る サ ー ビ ス
に 満 足 し た と み な さ れ る 前 記 評 価 に つ い て の 選 択 が 行 わ れ た 件 数 で あ る 第 １ の 件 数 と 前 記
実 施 確 認 事 項 が 実 施 さ れ た と み な さ れ る 前 記 実 施 状 況 に つ い て の 選 択 が 行 わ れ 且 つ 当 該 実
施 確 認 事 項 に 関 連 す る サ ー ビ ス に 不 満 足 で あ る と み な さ れ る 前 記 評 価 に つ い て の 選 択 が 行
わ れ た 件 数 で あ る 第 ２ の 件 数 と 前 記 実 施 関 連 事 項 が 実 施 さ れ な か っ た と み な さ れ る 前 記 実
施 状 況 に つ い て の 選 択 が 行 わ れ 且 つ 当 該 実 施 確 認 事 項 に 関 連 す る サ ー ビ ス に 満 足 し た と み
な さ れ る 前 記 評 価 に つ い て の 選 択 が 行 わ れ た 件 数 で あ る 第 ３ の 件 数 と 前 記 実 施 確 認 事 項 が
実 施 さ れ な か っ た と み な さ れ る 前 記 実 施 状 況 に つ い て の 選 択 が 行 わ れ 且 つ 当 該 実 施 確 認 事
項 に 関 連 す る サ ー ビ ス に 不 満 足 で あ る と み な さ れ る 前 記 評 価 に つ い て の 選 択 が 行 わ れ た 件
数 で あ る 第 ４ の 件 数 の う ち 少 な く と も い ず れ か を 用 い て 、 当 該 実 施 確 認 事 項 の 影 響 度 を 算
出 し 、 前 記 分 析 結 果 格 納 部 に 格 納 す る 影 響 度 計 算 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 分 析 結 果 格 納 部 に 格 納 さ れ た 前 記 実 施 確 認 事 項 の 重 要 度 及 び 影 響 度 の デ ー タ を 出 力
す る 出 力 ス テ ッ プ と 、
　 を 含 み 、
　 前 記 出 力 ス テ ッ プ が 、
　 前 記 影 響 度 に 対 応 す る 軸 と 前 記 重 要 度 に 対 応 す る 軸 と に よ り 張 ら れ る 平 面 及 び 前 記 実 施



確 認 事 項 の 当 該 平 面 上 の 位 置 を 示 す デ ー タ を 生 成 す る ス テ ッ プ
　 を 含 む 分 析 方 法 。
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